
1　モニタリング
♣モニタリングの基本
1　血圧測定
2　呼吸のモニタリング
3　心電図
2　循環器疾患
♣高血圧患者への対応
1　高血圧緊急症と切迫症
2　高血圧性脳症
3　脳卒中
4　二次性高血圧
♣虚血性心疾患患者への対応
1　狭心症
2　心筋 塞
3　安定狭心症と急性冠症候群
♣不整脈をもつ患者への対応
1　徐脈性不整脈
2　頻脈性不整脈
♣心臓弁膜症患者への対応
1　僧帽弁膜症
2　大動脈弁膜症
3　三尖弁膜症
4　肺動脈弁膜症
♣大動脈解離・大動脈瘤患者へ
　の対応
1　大動脈解離
2　大動脈瘤
♣心筋症患者への対応

1　特発性心筋症
2　特定心筋症
♣成人先天性心疾患患者への対応
1　非チアノーゼ性心疾患
2　チアノーゼ性心疾患

3　代謝・内分泌疾患
♣糖尿病患者への対応
1　糖尿病
2　低血糖
3　高血糖性昏睡
4　メタボリックシンドローム
♣甲状腺疾患患者への対応
1　甲状腺機能亢進症
2　甲状腺機能低下症

4　血液疾患・凝固異常
♣血栓性疾患患者への対応
1　動脈血栓症
2　静脈血栓症
♣貧血患者への対応
1　鉄欠乏性貧血
2　巨赤芽球性貧血
3　再生不良性貧血
4　骨髄異形成症候群
5　特発性貧血
6　溶血性貧血
♣血小板減少症患者への対応
1　血小板減少症
2　血小板機能異常

3　血小板増加症
5　精神疾患
♣精神疾患患者への対応
1　うつ病
2　統合失調症
3　不安障害
4　パニック障害
5　強迫性障害（強迫神経症）
6　外傷後ストレス障害（PTSD），
　 急性ストレス障害
7　認知症
8　適応障害
♣てんかん患者への対応
1　全般てんかん
2　局在関連性てんかん

6　呼吸器疾患
♣慢性閉塞性肺疾患（COPD）患者
　への対応
1　慢性肺気腫
2　慢性気管支炎
♣気管支喘息患者への対応
1　気管支喘息
2　心臓喘息
3　咳喘息

7　骨格・結合組織疾患
♣膠原病患者への対応
1　関節リウマチ（RA）
2　全身性エリテマトーデス（SLE）

3　ベーチェット病
4　シェーグレン症候群
5　ビスホスホネート系薬剤関連
　　顎骨壊死

8　腎疾患
♣腎不全患者への対応
1　腎不全
2　透析療法
3　腎移植
4　慢性腎臓病

9　脳血管障害・神経疾患
♣脳卒中患者への対応
1　脳 塞
2　脳出血
♣神経・筋疾患患者への対応
1　パーキンソン病
2　筋萎縮性側索硬化症
3　ギラン・バレー症候群
4　多発性硬化症
5　重症筋無力症
6　筋ジストロフィー
7　プリオン病

10　近位伝達麻酔法
♣偶発症を起こさない近位伝達
　麻酔法による下歯槽神経伝達
　麻酔のすすめ　
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　近年の医学の急速な進歩は，多くの全身疾患を抱える高齢者，また従
来，治療が困難であった疾病に罹患している患者のQOLの向上に大き
く寄与している．しかし，これらの患者に対して安全に歯科治療を行う
ためには，疾患について知るとともに，その治療についての十分な理解
が必要であり，専門医との連携は欠かせない．
　今日，さまざまなルートで疾患についての情報を得ることができる
が，全身疾患をもつ患者の歯科治療についてのガイドブックがあれば，
日常臨床の場でのすみやかな対応が可能となる．
　本書は，歯科臨床で出会う可能性のある全身疾患をもった患者が歯
科診療室を受診したときの対応法，疾患についてのエビデンス，ガイド
ラインをもとにした知識，さらに疾患に関わる話題（基礎知識）につい
て多数収載した．日常診療に携わる歯科臨床医が，全身疾患をもった患
者をみるときのガイドブックとして，臨床研修医，歯学生が全身疾患に
ついて学ぶためのテキストとして役立つ．
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■ 全身疾患患者の歯科治療のためのガイドブック
■ 知っておきたい患者管理のポイントと疾患の基礎知識

歯科診療で知っておきたい
全身疾患の知識と対応



■ お取扱いは

● 疾患別，歯科治療を行うための手順

● 歯科治療の前に押さえておきたい疾病
　 の基礎知識

● 歯科治療を行ってよい時期と全身状態

● 歯科治療に影響を及ぼす服用中の薬剤

偶発症を引き起こさない，
　安全な歯科治療のために




